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予想を振り返る

  ソフトウェア工学は，信頼性の高いソフトウェア

を効率的に開発・保守する方法を探求する学問体系

である．よって，その振り返りや予想において，ど

のようなソフトウェアをどのように作るのかに焦点

が当たるのは当然である．

　大蒔氏の記事 1）では，開発するソフトウェアの

分野を 2つに分け，その開発方法に関して将来を考

察している．1つ目は，今までに手掛けたことのな

い新しい分野である．この分野では，有能な研究者

がネットワークを介して世界的な規模かつ共同でソ

フトウェアを開発していくと予想している．昨今の

分散並行開発やそれを支える協調支援環境を見れば

一目瞭然であるが，「ネットワークを介して世界的

な規模かつ共同で開発」という予想は見事に当たっ

ている．その一方で，今までに見たこともない分野

で新たなソフトウェアを生み出しているのは，もは

や研究者だけとはいえず，ソフトウェア開発が好き

な有志の場合が多いのが現状である．

　2つ目は，十分な作成経験を持つ分野である．こ

の分野では，ソフトウェアの再利用を強く意識した

上で，形式的に記述された仕様書レベルでの差分プ

ログラムの技術の確立が急務であると述べている．

ただし，仕様はソフトウェアが対象とする問題を漏

れなく定義しているわけではなく，仕様書が作成さ

れた際の文脈に大きく依存することへの注意も述べ

ている．現在，モデルベース開発のような技術が提

唱されてはいるものの，仕様書レベルのモデルにお

いて明示的に記述されていない事項を，実装レベル

のモデルで適切に扱う技術が確立しているとはいい

にくい．一方で，仕様書レベルの差分プログラムの

目的を，派生開発における自動化ではなく，ソフト

ウェア製品群の差分を明確に意識した再利用の促進

であると捉えると，プロダクトライン開発技術の発

展や普及を予想していたのかもしれない．

予想されていなかったこと

　1991年の記事が発行されたとき，筆者はまだ学

生であり，ソフトウェアの作成技術の知識に乏しく，

ソフトウェア工学の位置付けなどまったく意識して

いなかった．このような状況で，過去 30年間のソフ

トウェア工学の軌跡を正しく振り返ることが可能で

あるのかという疑問は残るものの，筆者の考える予

想されていなかったことを述べておきたい．それは，

ソフトウェアに対する価値の急激な高まりである．

　30年前において，すでに多くの研究者がソフト

ウェアに強く魅了され，ソフトウェアの価値が高ま

ることを期待していたことに異論はないであろう．

また，将来はソフトウェアが社会基盤のさまざまな

局面を支え，ソフトウェアなしでは社会が成立しな

くなることを，直感的に感じていた研究者も数多く

存在していたはずである．

　しかしながら，たった 30年間程度で，ソフトウェ

アの価値がここまで高まることを予想していた研

究者や開発者は少なかったのではないだろうか．す

でにソフトウェアは社会に新しい産業の形態を生み

出す原動力であり，さらには国家を超えてしまうか

もしれない企業を短期間に次々に誕生させている． 

　2011年のMarc Andreessen氏によるエッセイ

「Why software is eating the world」に書かれてい
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ることが，現在も進行中であることに疑いの余地は

ない．

それで将来は

  まず，思い付くのは，ソフトウェア ( とそれによ
るサービス ) が世界を飲み込んでいるとして，この
現象はいつまで続くのだろうかという疑問である．

あらゆる分野にソフトウェアが浸透し，人間の活動

を支援していった結果，飲み込むものがなくなって

しまうということはないのだろうか．また，あると

きを境にして，人類はこれ以上ぜいたくなソフト

ウェアによるサービスを求めなくなることはないの

だろうか．

　もちろん，ハードウェア技術やネットワーク技術

が進歩すれば，それに合わせてソフトウェアを進化

させることは必須である．また，機械学習や量子計

算などの研究が進めば，それに合わせたソフトウェ

アの作り方の研究も行われるはずである．しかしな

がら，現在新しいと考えられている分野においても，

今後 30年間（あるいはもっと短い期間）でソフト

ウェアの作成経験は十分に積まれるだろう．よっ

て，30年後にはまったく新しい分野におけるソフ

トウェアの開発を支援する必要性がなくなると筆者

は予想する．

　このような考えをさらに推し進めると，今後 30年

間でソフトウェア開発者の数は激減すると結論でき

る．これは，ソフトウェア開発者がソフトウェア保

守者に変わることを指しているわけではない．今後

30年間で，ソフトウェア工学の技術と人工知能の技

術の融合が急速に進むことは明らかである．これに

より，ソフトウェアの作成経験が十分に積まれてい

る分野（ソフトウェア保守や進化）であれば，ソフ

トウェア開発の大部分を機械が実施するようになる．

　ソフトウェアの利用状況から得られるデータを分

析することで，利用者がどのようなソフトウェアを

要望しているのかを機械が自動的に判断および定義

できる可能性は高い．また，与えられたハードウェ

ア環境やネットワーク環境を考慮した上で，アーキ

テクチャ設計における意思決定を行う機械も現れる

だろう．仕様やアーキテクチャを人間が自由に定義

するのではなく，その時代の技術の範囲で機械が定

義するという前提であれば，機械によるプログラム

の構築，テスト，デバックの自動化を想像すること

も難しくない．ただし，このように作られたソフト

ウェアは，人間の要求を満たすことを重要視してい

ないため，社会がそれを許容するかどうかが論点と

なる．

　筆者の予想では，機械によるソフトウェア開発は

徐々に社会に許容され，30年後のソフトウェア開

発における人間の介入は非常に限定されると考える．

そのようなソフトウェア開発では，従来のように機

械が人間を支援するのではなく，機械がソフトウェ

アを主体的に開発し，（機械よりも優秀な）人間が

機械に助言するという形態になるだろう．これを，

ソフトウェア開発から人間が解放されると感じるの

か，ソフトウェア開発の楽しみが機械に奪われると

感じるのかは読者に任せたい． 

　最後に，30年後のソフトウェア開発における人

間の位置付けはどうなるのかを考えてみよう．ソフ

トウェアが安心・安全な社会を支えるためには，ソ

フトウェアが我々の生活を脅かすことのないように

監視し，制御する技術を確立することがきわめて重

要である．このような技術の研究や実践は人間の役

割であり，広い意味でのソフトウェア検証技術がソ

フトウェア工学の主流になると考えている．
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